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来年の WTOC2009（ハンガリ
ー）からトレイルＯのクラス
分けについては新ルールが
適用されることになった。 
 
パラリンピック・クラスも二日間
競技へ チーム競技も刷新 
1, ひとつのオープン・クラスには、
障害の有無に関係無く３人の競技者
が出場できる。 
2, ひとつのパラリンピック・クラス
には、(IOF により) 認定された３人
の障害を持つ競技者が出場できる。 
3, オープン・クラス、パラリンピッ
ク・クラスの両クラスとも、二日間
競技となる。 
4, ひとりの競技者は、ひとつのクラ
スにのみエントリーができる。 
5, 第２日目の成績がチーム・イベン
トの成績として評価される。 
6, チーム成績は、オープン・クラス
競技者２名の成績と、パラリンピッ
ク・クラス競技者２名の成績の合計
により評価される。 
7, チーム・イベントは、新しい選手
権タイトルとなりメダルが授与され
る。(従来はチーム・トロフィー) 

（  ）は、こやま補 
 

オープン・クラス、Ｐクラスの両
方に同一人は参加できない  
以下に解説を加える。 
１、および２については、従来と変更
はなし。 

３、Ｐクラスについては、今までは第
１日の競技結果のみの「一発勝負」
でパラリンピック・チャンピオン
が決定されていたが、二日間競技
を希望する声が強く、またオープ
ン・クラスとの公平・平等を考え
るところから、オープン・クラス
と同様に二日間の合計成績でＰク
ラス・チャンピオンを決めること
になった。 
これにより第一日の成績が不本
意であっても、第二日で挽回する
チャンスが出来、よりスリリング
な競技展開となり、Ｐクラス選手
の参加意欲が高まることだろう。 

４、従来は、同一選手がオープン・ク 
ラスおよびＰクラス双方にエント 
リーしているケースがあったが、 
これからは１競技者は、オープ

ン・クラスあるいはＰクラスのど
ちらかひとつのクラスにしかエン
トリーできなくなる。 
チームとしては、それぞれのクラ
スに最多３名ずつの選手をエン
トリーする必要がある。これによ
り参加する競技者数はさらに増
えることと思わる。    

５、チーム競技の成績は、従来どおり
第二日の成績により評価される。 

６、オープン・クラス上位２名とＰク
ラス上位２名の合計成績でチーム
優勝が決まる。（入賞は３位まで） 
各クラス上位２名（の成績）なの
で、それぞれのクラスへの参加が
１名の場合は、チーム・メダルの
対象にはならない〔競技は出来る〕。
したがって、チーム・メダルの対
象となるには、オープン・クラス、
Ｐクラスそれぞれ２名以上のエン
トリーが必要となる。 

７、新しいチーム選手権名が付けられ
る予定だが、まだ決まっていない。 

 
以上が第24回 IOF総会で決まった内
容である。なおこれらの変更提案に対
して賛成は 34カ国、1か国が棄権した。 
 これらの決定により、とくにパラリ
ンピック・クラス参加者の競技意識が
一段と高揚するものと期待できる。 
 

これからのＷＴＯＣ開催情報 
現時点で決定している開催国は以下
のとおり。 
2009 ハンガリー Miskolc 

Bulletin 2 が出ている。 
2010 ノルウェー Trondheim 
2011 フランス Savoie。 wine が美味  
2012 未定 （WOC はスイスで開催。
WTOC についてはマンパワー
不足を理由にスイスは辞退） 

2013 フィンランドが立候補公算大。  
 

TempO、いずれ表舞台に 
さて、先に本誌(2008.6 月号)で詳し
く紹介した新しい競技形態である
TempO(テンポ)については目下欧州は
じめ各国で試行が繰り返されており、
ある程度の成果を確認した時点で取り
まとめ、トレイルＯの新しい種目とし
ての採用について、きわめて近い将来
IOF 理事会に対し提案される見込みで
ある。 
その場合はWTOCでの新しい選手権種
目となるこことは確実と思われる。 

日本で初の TempO 大会開催 
１０月４日(土) 横浜：海の公園 
かながわ・OL 大会の中のトレイル
Ｏ競技の一種目として実施予定。 
興味ある方は、このチャンスをお
見逃し無く体験されたい。 
問合せ： http://www.o-kanagawa.com/ 
 

村越、小山に”Pins of Honor” 
総会終了後、同会場においてオリエ
ンテーリング功労者の表彰があ
り”Pins of Honor”の授与式があった。 
この総会終了とともに惜しまれなが
らその座を辞する Council〔理事会〕メ
ンバーとして活躍された村越 真氏に
シルバー・ピンが、また、小生小山太
朗には、日本をはじめとするアジア地
域におけるトレイルＯの発展に功績が
あったとして、ブロンズ・ピンがそれ
ぞれ IOF 会長から手渡された。 
「日本人として小山さんが初めての
栄誉・・」と村越氏が書いておられる
が、名前を呼ばれた順序がブロンズ→
シルバーであったため、小山の名が最
初に呼ばれただけである。 
しかし、いずれにしろ二人の表彰は
名誉なことであり、はからずもオリエ
ンテーリング界における日本の存在を、
あらためて世界に大きくアピールする
ことになったのではないかと思う。 
これも皆さん方の今までの大きなご
支援があったからである。有難うござ
いました。 

 
ピンを手にした小山（左）、村越（右） 

 

テクニカル･ガイドライン発行 
 IOF トレイルＯ委員会ではこのたび
「エリート･トレイルＯのためのテクニ
カル･ガイドライン」を発表した。きわ
めて有効な内容なので、紹介と検討を急
ぎたい。 

(こやま たろう) 

トレイルＯ ＮＯＷ！ 
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